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講師：木村 東吉 氏（アウトドアエッセイスト）

開 会 式 優勝演題発表者

会長あいさつ

新 春 に 想 う
　新年あけましておめでとうございます。令和元年はあっと云う間に終
わり、令和２年となりましたが、皆さまにおかれましては如何お過ごし
でしょうか？
　昨年の秋は、観測史上最強クラスの台風15号（ファクサイ）、19号（ハ
ギビス）が日本列島を襲い、各地に甚大な被害がもたらされました。
被災された方の一日も早い復興をお祈りします。最近10年ほど、気候
が以前とは明らかに変わってきました。経験したことがないような大雪
が降ったり、大雨が降ったり、強力な台風がきたり、猛暑日が続いたりと、
日々の生活に影響を及ぼすような天候不順にしばしば悩まされます。こ
れは地球温暖化に端を発する“気候変動”とも云われますが、10年先

20年先の気候が本当に心配です。私は山を走るトレイルレースを主催（プロデュース）しており、台風の
あとはチェーンソーとスコップを持って仲間と山の整備を行うのですが、樹齢100年を超える巨木が何
本も根こそぎひっくり返っており、台風の威力の凄まじさに驚かされます。
　気候変動以上に心配なのが、日本の超高齢化問題です。1947年～1949年の３年間に生まれた団塊
の世代の方々は、今年71～73歳になられます。この３年間の出生数は毎年260万人を超えています。そ
の後出生数は減少し、2016年に100万人を切り、昨年は90万人を切ってしまいました。「人生100年時代」
と云われる昨今、260万人の高齢者の生活を、90万人の若者が支えるとんでもない時代はもう目の前に
迫っています。
　この状況を救えるのが老健です。皆様の頑張りが、明るい日本の未来を支える大切な礎なのです。
昨年の山梨県老健大会では、19施設から21演題が発表されました。どの発表も大変に素晴らしいもの
でした。お年寄りに安心して快適に過ごしてもらえるよう、そして自分たちの仕事が安全に円滑に進め
られるよう、各施設が取り組んでいる様 な々工夫が持ち寄られ、活発な意見交換が交わされました。
　「山梨から日本の老人介護の未来を創造する。」
　この想いで力を合わせて頑張りましょう。2020年宜しくお願いします。

山梨県老人保健施設
協議会 会長

福田 六花 氏

大会風景



第22回 山梨県介護老人保健施設大会

ナーシングプラザ三珠　看護師
石原美奈子 さん
渡辺　雅子 さん

ひばり苑　支援相談員
河手　真一 さん

フルリールむかわ　理学療法士
大西　健太 さん

より良い方法を模索し、新しく始めた固定方法であり、皆
様に関心を持っていただけたこと、とても嬉しく思っていま
す。後日、他の施設の方から、詳細についての問い合わせ
もありました。私達も各施設の発表から多くの気付き、学び
がありました。施設同士での悩みの共有、情報の交換を行
う機会をいただけましたことに、とても感謝しています。現在、
対象となる方はいないのですが、男性の方への固定方法が
今後の課題となっており、継続して取り組んでいく予定です。
私達はこれからも様 な々問題に対し、極力高価な医療器具
に頼らずに、アイディアと工夫で解決方法を探す姿勢を持ち
続けたいと思っています。

当施設は平成６年に開設した武川病院併設の老健で
す。『あなたにやすらぎを～心のかよう介護サービス～』
を指針とし、その人らしいケアを大切に日々の業務に
取り組んでいます。
今回は多職種が連携して１人のご利用者に関わり、排泄
支援という加算に取りくんだことで、自宅復帰を実現できた
ケースについて発表を行いました。個々のご利用者の置か
れた環境に合わせた支援方法を探ることで、自宅復帰の糸
口が見つかる可能性があるのだと分かりました。ご利用者が
退所する際に、「やっぱり家が一番だ。」と笑顔で話す姿が
強く印象に残っています。今後もご本人の望む生活の場で
その人らしく過ごせるよう支援を続けていきたいと思います。

今回は、歩いた先にできたがあった
～人生100年時代への挑戦～という演題で発表させて頂
きました。デイケアでは、近年『活動と参加』に焦点が当
てられています。勿論、生活場面での変化や社会への参
加は重要ですが、なぜ、利用者が介護保険を利用し、デ
イケアに来ているのかという身体機能面に重点をおき、多
職種でのアプローチを実施する事を強化しました。又、リ
ハ専門職も自宅や生活場面の評価に度々伺い、社会・生
活のつなぎ役に徹しました。介護福祉士のリハビリテー
ションへの積極的な参加・リハ職の地域への参加等、簡
単なようで難しい多職種連携が形になり、このような賞を
いただく事が出来ました。今後も更にリハビリテーション
を意識した取り組みを行い、全国に発信していきます！

バルンカテーテルの固定方法に関する新たな試み
～痛くない・気にならない
　　　　　　 をめざして～

在宅復帰に向けて
～排泄の自立を目指して～

歩いた先に『できた』があった
～人生100年時代への挑戦～

　2019年10月16日、令和時代最初の山梨県介護老人保健施設大会が大々的に開催され
ました。今回は第22回目に当たりますが、台風19号の影響で県内交通機関も復帰不十
分な中で、来場者260名余と県内略全域からご参加いただきました。どちらの施設でも
人手不足と業務量増大で超多忙な中にも関わらず、発表者、協力者共、この日のために
労苦を厭わず、工夫を重ねて、感銘深い立派な発表に結び付けられました。その中から
４題の優秀演題が選択されましたが、全演者の皆さんに心より敬意を表したいと思いま
す。特別公演は福田会長のかねてよりご懇意でいらしたアウトドアエッセイストの木村東
吉氏から、来し方の波乱万丈の生活とその時々の苦難のしのぎ方など多くの学びをいた
だきました。今回の発表のすべてが介護の世界に裨益するものと感じた次第です。

研修委員長  高相 和彦 氏
（NAC湯村 理事長）

甲州ケア・ホーム　介護福祉士
堀内　順子 さん

私が勤務するフロアは、比較的介護度
の高い利用者様が多く利用されています。フロアでは、利
用者様の担当を、活動チーム・賦活チームに分け多職種で
チームケアを行っています。私の所属する賦活チームでは、
反応が引き出しにくい利用者様にどのようなケアを行って
いったら良いのかを常に模索しており、今回はその一つとし
てタッチケアを実践し、成果を得ることが出来ました。タッ
チケアを開始すると一歩一歩でしたが、継続すること、そ
して個別的な関わりの大切さを改めて考えることが出来まし
た。現在でも、チームケアとして継続しています。
今回は、発表の場を与えていただき、また優秀演題に選
んでいただきありがとうございました。これからも、タッチ
ケアを取り入れながら個別ケアを行っていきたいと思います。

触れることの大切さ
～笑顔を引き出すタッチケアの実例～
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全国老人保健施設協会表彰（個人）

介護老人保健施設事業厚生労働大臣表彰

甲州ケア・ホーム　介護福祉士
三枝　由香 さん

この度、「令和元年度公益社団法人全
国老人保健施設協会表彰」をいただき、有難うございま
す。新しい時代を迎えて、このような表彰を受けることが
でき、誠に身に余る光栄です。厚く御礼申し上げます。
今回、全国大会に参加し、全国のスタッフが、共に同
じ目標に向かって多職種連携でケアの構築を目指してい
るのを目の当たりにし、改めてやりがいのある仕事である
と感じました。福祉の仕事を希望し、県内初の老人保健
施設「甲州ケア・ホーム」で、介護福祉士・介護支援専
門員の資格を取り、現場のスタッフを指導する立場まで成
長できたのは、先見の明があった故島津代表をはじめ、
尊敬できる上司、向上心のある先輩・同僚・後輩たちに
恵まれ、教育の体制が充実した現在の職場であったから
こそ、今回の表彰がいただけたと実感しております。
今後も表彰に恥じないように、介護の仕事に誇りを持
ち、施設の発展と向上、また介護福祉士の資格向上を
目指し、決意を新たに職務に尽くす所存でございます。

老健の立ち上げは３施設目。設計から全行程に携わせて頂き、職員が働き易い施設にしたいと想う
一心で細かい所まで注文し関係の方々を困らせたと思いますが、理想に近い良い施設が出来ました。
2002年の開設前、全職員を母体である御殿場市の老健あすなろに最長で１年３ヶ月、最短３日間の
研修に行かせて貰い、お陰で順風に滑り出しました。
助産師から老人介護の世界に入って早40数年。“介護は看護の原点だ”と気付き、奥が深く、日々楽しくて辞められま
せん。
自分は、万屋に徹し、入所・在宅サービスを希望される方々の訪問調査（相談員・ケアマネジャー）には必ず同行し状
況把握に努めてきた事は良かったのではないかと思います。受け入れ先のない方、ほんとに困っている方を緊急に受け入
れても文句も言わず介護してくれる仲間達、そして素晴らしい上司に恵まれ何と幸せ者でしょう。
今後も、利用者の為、施設の為、そして自分自身の為に、体力の続く限り大切な仲間達と共に歩んでゆきたいと思います。
｢職員は大事にするけど甘やかしはしない｣をモットーに！！
この度は、名誉ある彰を頂きありがとうございました。
令和元年、師走の声を聞く頃に

決意を新たに職務に邁進

ノイエス　介護福祉士
柴宮　智美 さん

はまなす　看護師　　門馬　恵子 さん

この度は表彰していただき、誠にありが
とうございました。入社してから子供を３人出産し育てなが
ら仕事を続けられたのは、職場の上司の理解と同僚の協
力、そして母の存在があったからだと思っています。
入社当時、私の母が介護主任をしており、人手が足りな
いとの事で介護士になる事を決めました。母は常に利用者
を第一に考え、そしてスタッフの事を考え、まとめられる才能
があります。今まで、利用者の中で母の事をほめる方や心
配する方はあっても悪く言う方は一人も見た事がありません。
現在は定年を過ぎましたが、現役で介護士をしています。
そろそろ引退した方がいいのでは？と聞くと、私はお年寄り
が大好きだから、まだ動けるうちは辞められないと言います。
本当に尊敬できる上司で、母のような介護士になりたい
と常に思っていますが、20年経ってもまだまだ母の足元に
も及びませんね。

母のような介護士を目指して

体力の続く限り大切な仲間達と共に…

令和元年度の表彰受賞者　よろこびの声
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　令和元年９月29日（日）甲斐市のダイトースターレーン双葉店に
おいて、「第３回職員交流ボウリング大会」を参加者34名、参加12
施設のもと開催いたしました。参加者は昨年度より少なくなりまし
たが、各レーンではそれぞれ所属施設を越えて交流と親睦を深めて
いただきました。また今回は、外国（ベトナム）出身の方２名にも
参加いただきました。
　大会は、山根実行委員長（サンビューふじかわ施設長）の始球式
でスタート、会場ではストライクやガーターが出るたびに歓声やた
め息が上がり、和気あいあいのうちに参加の皆さんには２ゲーム、
休日の短い時間ではありましたが楽しんでいただきました。大会の
成績は次の通りです。参加された皆さん、大変お疲れ様でした。

【１位】　小宮山幸太さん
　　　　（フルリールむかわ）

　【２位】　若杉　博文さん
　　　　　（勝沼ナーシングセンター）

　　【３位】　依田　　剛さん
　　　　　　（フルリールむかわ）

【１位】　鎌田ひとみさん
　　　　（玉穂ケアセンター）

　【２位】　市川紀代美さん
　　　　　（サンビューふじかわ）

　　【３位】　後藤田理恵さん
　　　　　　（サンビューふじかわ）

第３回 職員交流ボウリング大会
を開催しました

― 福利委員長による始球式 ―




